
昭和�４�２�年の羽越災害では河川の氾濫と土石流の発生により�、死者・�

行方不明者136名を数え、当時の金額で被害総額は約�１�，�１�１�５�億�円にも�

上りました。最近では、平成７年７月の豪雨によって土石流が発生�

し、流出した土砂は姫川の河床を著しく高め、家屋の流失だけでは�

なく、国道や鉄道などのライフラインにも著しい被害を及ぼしたこ�

とは記憶に新しいところです�。�

こうした災害を防ぐための近代的な砂防事業は、明治時代に始ま�

っています。北陸地域では、明治�１�４�（�１�８�８�１）�年に信濃川�（犀�川�）�の上流�

（�現�在�の�松本砂防工事事務所管内�）�で国による直轄砂防事業が着手さ�

れています。また、砂防法にもとづく補助砂防事業も�、明治�３�１�（�１�８�９�

８�）�年より長野県で開始されました�。大正７年に完成した牛伏川のフ�

ランス式階段工は、現在も機能を果たしているうえ、自然�と�巧み�に�

調和�し�たその景観は、�文�化財�と�し�て�も�高い価値を持っ�て�い�ま�す�。�

その後、大正８年に神通川、同�１�５�年に常願寺川、昭和２年に手取�

川、�１�２�年�に信濃川下流�（魚�野�川�、�清津川�な�ど�）�、�３�６�年に黒部川、�３�７�年に姫川、�４�４�年に飯豊山系でそれぞれ直轄�

砂防事業に着手してきました�。�

一方、�地�す�べ�り�等防止法に�も�と�づ�く�直轄地す�べ�り�対策事業につ�い�て�も�、�昭�和�３�６�年に手取川、�５�６�年�、平成８年�

に阿賀野川で着手�し�て�い�ま�す�。�

なお、砂防事業は、中山間地の社会基盤整備に重要な役割を果たしていることから、地域活性化の支援�

策としての期待も高まってきています�。�

闘�い�続�け�る�砂防�
―土砂�と�の�闘�い―�

＜砂防施設の効果例＞�

長野県白馬村を流れる松川は�、�過�去�

幾度となく�氾濫を繰�り�返�し�てきま�し�

た。�現在、�上流の砂防ダ�ムや下流の�

松川流路工などの砂防施設の整備が�

進め�られてお�り�、�平�成�７年７月�の�豪�雨�

（昭和�３�４�年�８�月を上回る豪雨だった）�

の際には、�洪水氾濫か�ら白馬扇状地�

を守�り�ま�した。�

◆白馬扇状地における氾濫実績図�
（昭和34年８月台風７号による）�

洪水氾濫から守られた区域�
（460ha）���
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旧洪水流路���

破　堤　点���

松　川���

しなの�
もりうえ���

はくば���
土石流で埋まった新潟県関川村の湯沢温泉地区�（昭和�４�２�年�羽越災害）�

今も続く山腹崩壊を抑制する�
有峰二の谷、三の谷の床固工�

土石流の流下状況�（�平�成８年１�２�月�蒲原沢土石流災害）�

土石流にえぐりとられた国�道�１�４�８号�と�Ｊ�Ｒ�大糸線。大網橋はそのまま�
の位置で土砂に埋ま�っ�た。�（平成７年７月災害　新潟県土木部提供）�

牛伏川のフランス式階段水路工�（水路張石工）�
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